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RGB-NIRアレイフィルタカメラによる
フィッツパトリック分類タイプVIの画像脈波からの脈拍数推定






































図 1 フィッツパトリック分類 I～VI[3]
表 1 画像センサ IMEC-HS-4-CLの仕様
サイズ 7× 7× 3 cm
波長域 RGB＋ NIR











値 I(x, y)，テンプレート画像の輝度値 T (x, y) とする．テンプ
レート画像の幅 w，高さ h，画像のチャンネル数 C とする．実



































100Lux の下で安静 1分間を 3試行，タイプ VIで照度 100Lux
図 2 テンプレートマッチングによる位置変化の除去
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図 3 タイプ IIIおよびタイプ VIの鼻部画像
図 4 画像脈波の計測環境
図 5 緑色の画像脈波およびスペクトル
下で安静 1分間を 3試行，3000Lux下で安静 1分間の順に計 9
回計測した．
被験者は，21± 0 歳の健常者 3 名 (男性 2 名，女性 1 名) で
ある．計測環境を図 4 に示す．図 4 より RGB と近赤外光の画
像を RGB-NIRアレイフィルタカメラによって計測した．さら




COVID-19 の影響でタイプ VI の被験者を実験に呼ぶことが
難しい状況であったため，タイプ IIIの被験者にMITSUYOSHI
のフェースケーキブラックをスポンジで皮膚に塗ることで化粧
してタイプ VIを模擬した．タイプ IIIとタイプ VIを模擬した鼻





図 6 脈拍数の推定誤差 (RMSE)




雑音比を図 6および図 7に示す．図 6より 100Lux下では，タ
イプ VI の推定誤差は 25.34 であったが，3000Lux 下だと 7.29
となった．近赤外光の場合も推定精度が 6.45 となった．SNR
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